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くりこみ群の 1種である Callan-Symanzikの関係 を用いて二次相転移 と三重臨界点

近傍の相転移に対する臨界指数を導出したので報告する｡

臨界現象は次元 d,内部 自由度 N,′ptentialrangeu に依存するので,その依存性を

導く目的で Brezin等によって用いられた 0-2のmodelを一般化 して,二次相転移に

対 してN成分 tealfieldやuの Lagrangian
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三重臨界点の相転移に対 して同様に,
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[Pu2-puo2+oぎ2Pio]を用いる｡系の自由エネルギーGが得られたとすると

renormalizedquantities m2(T), g.(T),g2(T),甲を使って, relevantpara

一m｡t｡r [(温度 T);(温度 Tと ｡｡nOrdering fieldを)]を考慮して,前者と後者の場合
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の形で得 られる.ここにM-<甲>. これ らの式に於て･･･-･の部分を無視 して各式の最

高次の係数 を正に取るとGは前者では, A と B ;後者では C ,

D と E の場合が存在するo二次相転移ではm2(Tc)-0によりTcが,

三重臨界点の相転移では gl(T.,含)-Oとm2(T.,i)-oによりTtと乱 が決る｡

臨界現象では, correlation lengthが主役を演 じ,転移点で- になる事実に対して
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最も適 していると考えられる (11agrangianゐ系に scale変換をして導かれる )

Callan-Symanzikの関係を用いて次のように臨界指数 を導 くことが出来た｡
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《三重臨界点の相転移 か

2
りt= et

(N+8)

)]+ o(E3),

1 √(N+2)(7N+20)

a(N+8)L (N+8)2

打 ]+o(E3),

W一黒 }]+o(e･3,,

V 十 0(E3) , V封 ,(a)12¢(言)+¢(刀

上で, α ≠ 2

(N+2)(N+4)

12(3N 十 22)2

T t- i+ Et2

+ o(E;),

5(N+2)(N+4)

8(3N+22)2
+o(E3t),

e _-20-d

甲1-1+ 冒

1
al=- + et2

2
tLo+

l
一2二日目〃

5N(N+4)

8(3N+22)2
+ o(Ei),

1 2(N+2)(N+4)
言 ~ et

2 L (3N+22)2

(N+ 2)(N+4)

3(3N+ 22)2

pt- 言[- Et･ E呈

+0(E;)

+o(E;)

3(N+2)(N+4)

16(3N+22)2

∂1-5+ Et 4+E;4[ト

wt-et2+0(eZt)

+o(Eta)]

( N+2)(N+4)

8(3N+22)2
]+o(Ei)

上で, 0-2, Et…3-d
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上で, αキ 2, 81 - 且 ノO-d,2

ヘ リウムの場合,量子効果がきくならN-2,古典的振舞ならN-1 である｡出

来るだけ多 くの詳 しい実験結果が待遠､しい｡三重臨界点の指数については間もなく

elの 3次までの結果 を発表出来る予定であるO この研究を遂行する際,筆者の一

人 (Y.Y) は中嶋貞雄,桂重俊両教授並びに猪苗代盛助教授 の惜 しみない御協力 と

御指導を受けてなされま したので謝意 を表 します｡
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